



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































陸産 樹芸 樹芸 樹芸 第一
蚕茶 第二




庶務 庶務 庶務 第五
編纂























































































































































































































































































































































　 〃　　会計局 ‌ ‌ 8
　 〃　　安積疏水掛 ‌10








少輔 品川弥二郎 ― ―
大書記官 田中芳男 大書記官 田中芳男
権大書記官 奈良原繁 権大書記官 岩山敬義
　　〃 岩山敬義 権少書記官 和田維四郎
少書記官 橋本正人 ― ―













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大 書 記 官 ‌ ‌ 1‌ ‌（1）
権大書記官 ‌ ‌ 1‌ ‌（1）
権少書記官 ‌ ‌ 1‌ ‌（1）
准奏任 御 用 掛 ‌ ‌ 2‌ ‌（2）
判 任 １～10等属 ‌70‌（66）














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度（明治） 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23





⒜ 製糖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⒝ 綿 ○ ○
⒞ 煙草 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⒟ 重要穀菜試作 ○ ○ ○ ○ ○
⒠ 種苗頒布 ○ ○ ○ ○ ○





⒢ 三田育種場 ○ ○ ○ ○ ○
⒣ 神戸支園 ○ ○ ○ ○ ○
⒤ 播州葡萄園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⒥ 駒場農学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
典拠：‌『農商務省報告』第１－10 回（ 藤原正人編『明治前期産業発達史資料』 ４ （1）、明治文献資料刊行会、















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度（明治） 14 15 16
収穫 穀　菜 290 313 323
接木 果　樹 323 320 323
頒布 穀菜他 ― 279 138








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度（明治） 18 19 20 21 22
穀　類（石） 334 428 327 346 210
根菜類（貫） 1,651 13,234 7,847 13,719
蔬菜類（個） 18,059 1,823 10,421
牧　草（貫） 7,798 18,966 8,556 7,808 12,832
果　樹（株） 722























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































試作地 ･人名（面積） 植　物 肥　料 試験内容
油　
菜
南豊島郡柏木村
原孫市（９畝）
１．ハンブルグ
２．晩菜（群馬産）
３．早菜（東京産）
人糞、灰、糠、堆糞、
鯡〆粕、過燐酸石灰
同一肥料による生長の
景況と収穫量の比較
東多摩郡下井草村
井口國蔵（１反） １．ハンブルグ
人糞、灰、糠、鯡〆粕、
藁肥、過燐酸石灰
播種の早晩による収穫
量の比較
荏原郡上北沢村
鈴木久太夫（９畝） １．ハンブルグ
腐熟の塵芥、人糞、灰、
鯡〆粕、過燐酸石灰
移植と蒔時の比較、畦
株間の適切な距離の判
定と肥料試験
小　
麦
北豊島郡上十条村
飯郷八十吉（１反）
１．ド・オーストラリア
２．白皮（東京駒場産）
人糞、灰、糠、藁肥、
過燐酸石灰
内外種の収穫期と収穫
量の比較
東多摩郡下井草村
浅賀久蔵（１反）
１．カリフォルニア
２．ド・オーストラリア
３．ソノラ
４．金玉（東京産）
藁肥、灰、毛入過燐
酸石灰
西洋種の収穫期と収穫
量の比較
荏原郡馬込村
岸田作次郎（１反）
１．カリフォルニア
２．ド・オーストラリア
３．白皮（東京駒場産）
堆肥、馬糞、鯡〆粕 同一肥料による収穫量の比較
北豊島郡中新井村
金子定右衛門（１反）１．ソノラ
人糞、藁肥、灰、過
燐酸石灰
西洋種の適否、肥料の
効験
大　
麦
北豊島郡本蓮沼村
本橋新右衛門（９畝）
１．ゴールデンメロン
２．借金根絶（群馬産）
藁肥、灰、人糞、毛
入過燐酸石灰
内外種の収穫期と収穫
量の比較
南豊島郡上落合村
福室藤左衛門（１反）１．シュバリエ
藁肥、灰、鯡〆粕、毛
入過燐酸石灰
西洋種の適否、肥料の
効験
南葛飾郡亀戸村
福田宇右衛門（８畝）１．シュバリエ 人尿、過燐酸石灰
西洋種の適否、肥料の
効験
典拠：‌農商務省編『農商工公報』22、1886年12月、824-828頁（藤原正人編『明治前期産業発達史資料』別冊
10（2）、明治文献資料刊行会、1965年）、より作成。
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
二
一
生
長
景
況
、
収
穫
多
寡
の
比
較
試
験
も
実
施
し
た
。
明
治
二
一
、
二
二
年
の
試
作
に
つ
い
て
は
『
大
日
本
農
会
報
告
』
一
〇
〇
号
（
二
二
年
一
一
月
発
行
）
に
小
野
孫
三
郎
（
農
務
局
八
等
属
）
の
報
告
が
あ
る
。
小
野
は
一
六
年
に
農
商
務
省
御
用
掛
、
一
九
年
に
樹
芸
課
勤
務
と
な
り
重
要
穀
菜
試
作
地
の
巡
回
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
小
野
は
、
油
菜
の
良
否
は
収
穫
の
多
寡
よ
り
も
油
量
・
油
質
に
よ
り
定
ま
る
と
記
し
、
内
外
種
の
試
作
結
果
と
と
も
に
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
群
馬
晩
菜
、
東
京
早
菜
の
油
分
等
も
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
は
他
の
二
種
に
比
し
て
子
粒
肥
大
で
光
沢
も
あ
り
、
粒
皮
が
薄
い
う
え
油
分
が
多
い
。
群
馬
晩
菜
に
次
い
で
収
穫
が
多
い
が
、
晩
熟
の
た
め
後
作
に
支
障
が
あ
り
、
梅
雨
の
害
も
被
り
や
す
い
。
し
か
し
、「
早
く
開
花
し
た
も
の
を
認
め
置
き
、
之
を
採
り
て
種
子
の
料
と
し
、
漸
次
早
熟
に
変
せ
し
め
は
実
に
欠
点
な
き
良
種
と
な
る
な
ら
ん
」
と
記
し
た
。
以
上
、
油
菜
試
作
の
特
徴
と
し
て
、
同
一
肥
料
に
よ
る
内
外
種
の
栽
培
比
較
、
一
定
条
件
下
に
よ
る
適
切
な
株
間
・
畝
間
の
判
定
、
施
肥
に
お
け
る
学
理
応
用
の
限
界
、
複
数
年
の
試
験
結
果
、
油
分
搾
取
結
果
を
提
示
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
試
験
着
手
、
遂
行
に
あ
た
り
、
同
一
条
件
で
反
復
試
験
す
る
と
い
う
基
本
的
事
項
が
設
定
さ
れ
た
意
味
は
大
き
い
。
	
⒝
小
麦
明
治
一
九
年
は
表
10
に
示
す
と
お
り
、
北
豊
島
、
東
多
摩
、
荏
原
郡
に
お
い
て
内
外
種
の
収
穫
量
・
収
穫
期
の
比
較
、
肥
料
試
験
が
行
わ
れ
た
。「
第
一
回
重
要
穀
菜
試
作
報
告
」
は
、
日
本
の
農
事
改
良
で
は
米
を
第
一
、
麦
類
を
第
二
と
し
た
た
め
、
在
来
小
麦
の
品
質
が
西
洋
産
に
及
ば
な
く
な
っ
た
と
記
し
た
。
そ
し
て
在
来
小
麦
の
改
良
も
必
要
で
あ
る
が
、
外
国
の
良
質
小
麦
を
伝
播
さ
せ
る
こ
と
も
良
法
で
あ
る
と
し
、
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
）、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
（
ア
メ
リ
カ
原
産
）、
ソ
ノ
ラ
（
同
上
）
を
選
定
し
た
。
ソ
ノ
ラ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
た
種
子
を
北
豊
島
郡
に
、
三
田
育
種
場
で
得
ら
れ
た
種
子
を
東
多
摩
郡
に
播
種
し
た
が
、
前
者
は
播
種
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
収
穫
も
少
な
く
品
質
も
劣
っ
て
い
た
。
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
三
田
育
種
場
等
で
得
ら
れ
た
種
子
を
播
き
、
発
芽
、
生
長
、
収
穫
と
も
に
良
好
で
は
あ
っ
た
が
、
国
内
種
よ
り
収
穫
期
が
遅
か
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
品
質
・
収
穫
量
と
も
に
優
れ
て
い
る
が
、
収
穫
期
が
遅
か
っ
た
。
ま
た
、
国
内
種
の
白
皮
、
金
玉
は
外
国
種
と
比
較
し
て
収
穫
量
も
少
な
く
な
く
収
穫
期
も
（
39
）
人
文
学
報 
第
五
一
五
―
九
号
　
二
〇
一
九
年
三
月
二
二
早
い
が
、
品
質
が
大
き
く
劣
っ
て
い
た
。
明
治
二
〇
年
は
内
外
種
比
較
、
肥
料
、
麦
奴
予
防
の
試
験
を
行
い
、
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
白
皮
の
比
較
で
は
外
国
種
の
品
質
が
数
等
優
り
、
麦
奴
予
防
試
験
で
は
試
作
人
が
手
順
を
誤
り
効
果
を
み
な
か
っ
た
。
二
一
年
以
降
は
外
国
種
の
適
否
と
麦
奴
予
防
の
試
験
が
行
わ
れ
た
。
小
麦
試
作
の
成
果
は
小
野
孫
三
郎
に
よ
り
大
日
本
農
会
の
第
七
八
回
小
集
会
（
明
治
二
二
年
六
月
八
日
）
で
報
告
さ
れ
た
。
小
野
は
ソ
ノ
ラ
が
中
国
以
西
の
温
暖
な
地
方
に
は
適
合
し
、
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
良
品
質
だ
が
収
穫
期
が
遅
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、「
次
第
に
之
を
改
良
し
て
早
熟
な
ら
し
む
る
様
に
注
意
せ
は
、
漸
く
本
邦
の
風
土
に
慣
れ
て
早
く
成
熟
す
る
の
種
類
と
為
る
な
ら
ん
」
と
種
子
改
良
を
第
一
に
掲
げ
た
。
第
二
の
改
良
点
は
麦
奴
病
予
防
で
、
二
一
、
二
二
年
の
試
験
結
果
（
灰
汁
浸
法
）
を
示
し
て
予
防
す
る
よ
う
に
主
張
し
た
。
さ
ら
に
小
野
は
第
八
六
回
小
集
会
（
二
四
年
九
月
一
二
日
）
に
お
い
て
外
国
種
小
麦
の
利
益
に
つ
い
て
、
①
多
収
穫
、
②
良
品
質
（
子
粒
肥
大
、
充
実
、
均
一
）、
③
製
粉
量
が
多
い
、
④
収
穫
期
が
遅
い
が
日
本
の
風
土
に
慣
れ
れ
ば
国
内
種
と
同
じ
よ
う
に
な
る
、
⑤
麦
の
褌
（
黒
条
線
）
が
浅
い
、
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
外
国
種
の
方
が
利
益
が
あ
る
の
で
「
各
地
方
の
農
家
に
知
ら
し
て
、
速
く
日
本
全
国
に
此
外
国
種
の
麦
を
弘
め
ら
れ
ん
こ
と
を
、
農
業
熱
心
の
諸
君
に
希
望
す
る
所
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
小
麦
試
作
で
は
油
菜
試
作
と
同
様
に
試
験
の
前
提
条
件
を
同
一
に
し
て
肥
料
試
験
を
実
施
し
た
が
、
収
穫
期
の
判
定
や
麦
奴
予
防
に
も
重
点
を
置
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
大
日
本
農
会
で
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
外
国
種
小
麦
の
普
及
に
つ
と
め
る
な
ど
、
試
験
か
ら
普
及
活
動
へ
の
進
展
が
み
ら
れ
た
。
	
⒞
大
麦
表
10
に
示
す
と
お
り
、
明
治
一
九
年
の
大
麦
試
作
は
北
豊
島
、
南
豊
島
、
南
葛
飾
で
行
わ
れ
た
。
シ
ュ
バ
リ
エ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
た
種
子
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
原
産
）
は
東
京
農
林
学
校
で
採
取
さ
れ
た
種
子
を
播
き
、
群
馬
産
の
借
金
根ネダ
ヤ
シ絶
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
は
発
芽
が
弱
く
収
穫
は
不
十
分
で
あ
っ
た
が
、
早
熟
か
つ
良
質
で
あ
る
の
で
「
将
来
大
に
望
」
（
40
）
（
41
）
（
42
）
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
二
三
が
あ
り
、
借
金
根
絶
も
良
種
で
は
あ
る
が
品
質
は
外
国
種
に
及
ば
な
か
っ
た
。
二
〇
年
は
荏
原
郡
上
北
沢
村
で
シ
ュ
バ
リ
エ
、
ケ
ー
プ
（
イ
ギ
リ
ス
産
）
と
借
金
根
絶
と
の
比
較
試
験
が
行
わ
れ
、
シ
ュ
バ
リ
エ
の
成
熟
が
一
週
間
遅
れ
た
が
後
作
に
影
響
す
る
ほ
ど
で
も
な
く
、
多
収
穫
な
う
え
「
豊
艶
」
で
、
ケ
ー
プ
は
「
曾
て
見
さ
る
良
種
」
で
あ
っ
た
。
二
一
、
二
二
年
は
シ
ュ
バ
リ
エ
、
ケ
ー
プ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
の
適
否
を
試
験
し
、
好
結
果
を
得
た
の
で
、
二
二
年
に
各
府
県
に
種
子
を
頒
布
し
た
。
二
三
年
は
同
三
種
に
加
え
、
新
し
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の
メ
イ
レ
ン
と
ス
ト
リ
ー
ガ
ム
を
試
作
し
た
（
ⅹ
）。
小
野
孫
三
郎
は
大
麦
の
試
作
成
果
も
大
日
本
農
会
で
報
告
し
た
。
第
七
七
回
小
集
会
（
明
治
二
二
年
三
月
九
日
）
で
は
ビ
ー
ル
の
需
要
増
加
を
踏
ま
え
、
そ
の
醸
造
に
は
外
国
種
大
麦
が
適
し
て
お
り
、
農
務
局
試
作
地
で
試
作
し
た
外
国
種
は
、
肥
料
費
が
在
来
の
晩
熟
大
麦
よ
り
少
な
い
う
え
、
多
収
穫
で
良
品
質
で
あ
る
と
述
べ
た
。
第
七
八
回
小
集
会
（
二
二
年
六
月
八
日
）
で
は
、
試
作
地
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン
、
シ
ュ
バ
リ
エ
、
ケ
ー
プ
が
多
収
穫
、
良
品
質
で
収
穫
期
も
後
作
に
害
を
及
ぼ
す
ほ
ど
で
も
な
く
、
試
作
を
継
続
す
れ
ば
「
漸
く
洋
種
に
し
て
早
熟
の
品
を
産
出
す
る
に
至
る
な
ら
ん
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
小
野
は
第
八
六
回
小
集
会
（
明
治
二
四
年
九
月
一
二
日
）
で
内
外
種
の
試
作
結
果
や
各
県
報
告
を
も
と
に
演
述
し
、
外
国
種
の
特
徴
と
し
て
①
多
収
穫
、
②
粒
が
均
一
、
肥
大
、
充
実
し
て
重
量
が
あ
り
、
挽
き
割
り
す
る
と
国
内
種
よ
り
二
割
以
上
多
い
、
③
粒
が
白
く
て
皮
が
薄
く
ビ
ー
ル
醸
造
に
適
す
る
、
④
臭
い
も
少
な
く
味
が
大
変
良
い
（
農
家
に
よ
る
試
食
の
評
価
）、
⑤
収
穫
期
は
試
作
す
る
う
ち
に
日
本
の
風
土
に
適
し
て
国
内
種
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
（
ケ
ー
プ
を
除
く
）、
⑥
褌
（
黒
条
線
）
が
浅
い
、
⑦
搗
き
が
た
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
浸
水
後
に
搗
け
ば
問
題
は
な
い
、
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
「
外
国
種
の
大
麦
は
、
一
日
も
早
く
日
本
全
国
に
ひ
ろ
ま
つ
て
、
日
本
在
来
の
大
麦
は
、
何
処
に
往
つ
た
か
分
か
ら
ぬ
と
い
ふ
様
に
し
て
仕
舞
い
た
い
」
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
明
治
一
九
年
よ
り
外
国
種
の
試
験
が
国
内
種
と
比
較
さ
れ
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
二
二
年
に
は
府
県
頒
布
と
い
う
次
の
段
階
に
進
ん
だ
。
小
野
は
外
国
種
の
優
位
性
を
力
説
し
て
い
る
が
、
試
作
地
や
府
県
頒
布
の
結
果
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
自
信
に
満
ち
た
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
	
⒟
稲
作
明
治
二
〇
年
か
ら
重
要
穀
菜
試
作
に
稲
が
加
わ
り
、
最
高
収
量
、
収
穫
期
比
較
、
カ
ロ
ラ
イ
ナ
米
の
適
否
、
林
遠
里
稲
作
法
を
試
験
し
（
43
）
（
44
）
（
45
）
（
46
）
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た
が
、
カ
ロ
ナ
イ
ナ
米
は
虫
害
に
よ
り
十
分
な
収
穫
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
（
ⅶ
）。
林
遠
里
稲
作
法
の
試
験
は
田
を
三
等
分
し
て
寒
水
浸
、
土
囲
、
塩
水
撰
に
分
け
て
実
施
し
た
（
肥
料
、
耕
耘
、
手
入
れ
等
は
同
一
）。
澤
野
淳
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
反
歩
に
お
け
る
玄
米
の
収
穫
量
に
は
大
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
治
二
一
年
は
荏
原
、
南
葛
飾
、
南
足
立
郡
で
、
①
寒
水
浸
、
土
囲
、
塩
水
撰
の
得
失
、
②
肥
料
試
験
、
③
普
通
作
相
当
代
価
肥
料
の
試
験
、
④
最
高
収
量
試
験
、
⑤
外
国
種
の
適
否
試
験
を
実
施
し
た
（
ⅷ
）。
①‌
は
前
年
同
様
に
試
験
し
た
結
果
、
一
坪
の
収
穫
量
は
寒
水
浸
＝
一
・
一
二
五
升
、
土
囲
＝
一
・
一
七
五
升
、
塩
水
撰
＝
一
・
一
八
七
升
と
大
差
は
な
か
っ
た
が
、
澤
野
は
「
少
な
く
も
二
、
三
年
間
も
経
験
せ
さ
れ
は
、
容
易
に
其
如
何
を
公
言
す
る
能
は
す
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。
②‌
は
「
学
理
ヲ
応
用
シ
テ
甲
乙
二
区
ニ
肥
料
ヲ
区
分
」
し
、
人
糞
、
鯡
〆
粕
、
過
燐
酸
石
灰
、
灰
、
牛
血
の
配
分
を
変
え
て
試
験
し
た
。
③‌
は
国
内
種
の
中
稲
の
中
谷
を
試
作
し
た
結
果
、
一
反
歩
あ
た
り
の
収
穫
量
は
、
人
糞
・
過
燐
酸
石
灰
・
海
鳥
糞
・
鰹
乾
粕
の
施
用
が
二
・
二
石
、
人
糞
・
過
燐
酸
石
灰
の
施
用
が
二
・
一
石
、
人
糞
の
み
の
施
用
が
一
・
九
石
で
あ
っ
た
。
④‌
は
府
県
報
告
に
神
力
（
晩
稲
）
の
一
反
歩
の
収
穫
量
を
八
～
九
石
と
か
な
り
高
く
記
す
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
を
確
か
め
る
意
味
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
東
京
府
で
「
第
一
等
に
位
せ
る
」
東
小
松
川
村
に
お
い
て
、
適
当
の
肥
料
、
善
良
の
栽
培
法
、
十
分
の
手
入
を
施
し
た
結
果
、
一
反
あ
た
り
の
収
穫
量
は
約
二
・
二
石
～
二
・
五
石
で
あ
っ
た
。
同
年
の
東
京
は
寒
冷
で
普
通
作
収
量
は
二
石
を
過
ぎ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
神
力
は
普
通
作
よ
り
優
れ
る
が
、「
確
実
な
る
こ
と
は
尚
一
二
回
試
験
を
経
さ
れ
は
判
然
す
る
こ
と
能
は
す
」
と
判
断
を
保
留
し
た
。
⑤‌
は
イ
タ
リ
ア
産
三
種
（
ベ
ル
ト
ネ
等
）
や
カ
ロ
ナ
イ
ナ
が
試
作
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
産
三
種
は
古
種
で
発
芽
が
少
な
か
っ
た
が
早
熟
で
あ
っ
た
。
早
熟
は
農
家
が
好
む
の
で
試
作
を
継
続
す
る
予
定
で
、
カ
ロ
ナ
イ
ナ
は
害
虫
の
予
防
駆
除
に
注
意
し
た
た
め
種
子
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
治
二
二
年
は
荏
原
郡
蓮
沼
村
で
イ
タ
リ
ア
産
三
種
と
ジ
ャ
ワ
産
、
国
内
種
に
お
い
て
、
土
囲
、
寒
水
浸
、
塩
水
撰
の
比
較
試
験
が
行
（
47
）
（
48
）
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
二
五
わ
れ
、
早
稲
は
好
結
果
を
得
た
が
、
他
は
九
月
の
暴
風
雨
被
害
を
受
け
、
結
果
が
出
な
か
っ
た
。
二
三
年
は
晩
稲
（
白
儀
平
、
源
蔵
）、
中
稲
（
関
取
）、
早
稲
（
大
粒
、
保
村
、
高
知
）
が
試
作
さ
れ
、
各
種
の
得
失
と
塩
水
撰
、
寒
水
浸
、
肥
料
試
験
が
行
わ
れ
た
（
ⅸ
・
ⅹ
）。
以
上
、
稲
の
試
作
は
国
内
種
と
外
来
種
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
良
否
や
在
来
農
法
の
有
効
性
を
判
定
す
る
意
図
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
判
定
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。
	
⒜
～
⒟
の
ま
と
め
農
務
局
は
重
要
穀
菜
試
作
に
お
い
て
、
外
国
種
と
国
内
種
を
比
較
し
て
良
否
等
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
試
験
を
遂
行
す
る
際
の
鍵
と
な
っ
た
の
は
学
理
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
一
条
件
下
の
反
復
試
験
を
実
施
し
た
が
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
試
作
の
中
断
も
多
く
、
ま
た
、
外
国
種
の
収
穫
期
が
遅
い
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、
反
復
試
験
が
不
十
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
気
候
風
土
へ
の
馴
致
に
よ
り
解
決
す
る
と
展
望
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
一
九
年
の
油
菜
試
作
の
際
、
植
物
の
性
質
が
「
不
案
内
」
で
あ
っ
た
た
め
十
分
に
肥
料
施
用
に
「
学
理
ヲ
応
用
ス
ル
コ
ト
」
が
で
き
な
か
っ
た
。
試
験
に
学
理
を
応
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。
重
要
穀
菜
試
作
は
明
治
二
三
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
が
、「
随
時
随
処
ニ
之
ヲ
行
ヒ
、
施
設
其
手
ヲ
異
ニ
シ
、
監
査
其
旨
ヲ
同
フ
セ
ザ
レ
バ
、
之
ヲ
定
所
ニ
蒐
集
シ
テ
順
序
規
律
ヲ
一
統
ス
ル
ノ
便
、
且
ツ
密
ナ
ル
ニ
如
カ
サ
ル
ハ
素
ヨ
リ
論
ヲ
須
タ
ス
」
と
の
こ
と
で
、
同
年
一
一
月
、
東
京
府
豊
島
郡
滝
野
川
の
西
ヶ
原
に
「
植
物
試
験
場
」
が
仮
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
（
ⅹ
）。
内
外
植
物
の
良
否
を
広
く
公
衆
に
知
ら
せ
る
た
め
に
民
間
農
地
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
重
要
穀
菜
試
作
で
あ
っ
た
が
、「
順
序
規
律
」
を
統
一
す
る
た
め
、
再
び
官
設
試
験
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
3
　
重
要
穀
菜
試
作
と
肥
料
試
験
（
駒
場
農
学
校
）・
肥
料
頒
布
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、
駒
場
農
学
校
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
骨
か
ら
過
燐
酸
石
灰
を
製
し
て
通
常
の
過
燐
酸
石
灰
と
比
較
し
、
一
四
年
は
陸
稲
に
過
燐
酸
石
灰
を
施
用
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
肥
料
よ
り
収
穫
が
多
か
っ
た
（
ⅰ
）。
一
六
年
は
過
燐
酸
石
灰
の
効
果
を
、
馬
、
羊
、
（
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豚
の
堆
積
糞
、
骨
灰
と
比
較
（
在
来
大
麦
に
よ
る
）
し
た
と
こ
ろ
、
過
燐
酸
石
灰
を
施
用
し
た
畑
の
収
穫
量
は
、
馬
と
羊
の
堆
積
糞
に
次
い
で
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
駒
場
農
学
校
は
過
燐
酸
石
灰
が
少
量
で
効
果
が
あ
る
た
め
労
力
・
費
用
が
節
約
で
き
る
こ
と
や
西
洋
で
は
根
菜
栽
培
の
不
可
欠
の
肥
料
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
れ
以
後
も
駒
場
農
学
校
は
日
本
で
施
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
過
燐
酸
石
灰
の
有
効
性
を
主
張
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
『
大
日
本
農
会
報
告
』
四
四
号
（
明
治
一
八
年
二
月
）
に
は
駒
場
農
学
校
教
師
オ
ス
カ
ー
・
ケ
ン
ネ
ル
の
「
石
灰
を
肥
料
に
施
用
す
る
の
心
得
」
九
条
款
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
の
編
者
の
付
記
に
は
、
府
県
勧
業
報
告
等
で
は
石
灰
を
無
益
、
ま
た
は
有
害
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
く
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
土
質
や
施
用
分
量
・
方
法
等
の
未
調
査
を
原
因
と
す
る
「
誤
認
」
で
は
な
い
か
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
編
者
は
ケ
ル
ネ
ル
の
演
述
を
掲
載
し
て
「
誤
認
」
を
正
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
農
商
工
公
報
』
二
一
号
（
一
九
年
一
一
月
）
に
は
「
農
家
に
し
て
学
理
に
暗
き
と
き
は
甚
し
き
誤
り
を
謂
ひ
出
る
こ
と
」
が
あ
る
例
と
し
て
、
石
灰
の
効
能
を
聞
い
て
施
用
し
た
甲
と
乙
と
い
う
農
家
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
石
灰
施
用
の
結
果
、
甲
は
多
く
の
収
穫
を
な
し
て
「
石
灰
の
効
能
は
著
る
き
も
の
な
り
」
と
言
い
、
乙
は
通
常
の
収
穫
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
「
石
灰
は
効
な
し
」
と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
作
者
は
、
そ
れ
は
甲
の
田
は
石
灰
質
が
乏
し
く
、
乙
の
田
は
石
灰
質
を
十
分
含
有
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、「
肥
料
を
施
す
に
は
須
く
先
つ
其
土
壌
の
性
質
如
何
を
探
究
せ
さ
る
可
ら
す
」
と
記
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
状
況
下
、
農
務
局
は
明
治
一
九
年
か
ら
重
要
穀
菜
試
作
を
実
施
す
る
が
、
ま
ず
は
試
作
地
の
「
成
分
如
何
ニ
応
シ
テ
肥
料
ヲ
施
用
」
す
る
た
め
、
土
質
分
析
か
ら
開
始
し
た
（
ⅵ
）。
表
10
の
肥
料
欄
に
使
用
肥
料
名
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
穀
菜
試
作
で
は
過
燐
酸
石
灰
と
在
来
の
肥
料
と
の
試
験
に
も
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
二
〇
年
、
農
務
局
は
過
燐
酸
石
灰
の
「
効
験
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
」、
こ
れ
に
鯡
〆
粕
等
を
配
合
し
て
「
完
全
肥
料
」
を
製
造
し
、
過
燐
酸
石
灰
用
法
書
を
添
え
て
北
海
道
他
各
府
県
に
配
布
し
た
（
ⅶ
）。
二
一
年
に
は
水
産
局
が
試
製
し
た
鯨
骨
過
燐
酸
石
灰
を
大
阪
府
他
七
県
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
燐
酸
質
に
富
む
ア
メ
リ
カ
産
の
海
鳥
糞
を
購
入
し
て
重
要
穀
菜
試
作
地
に
使
用
し
、「
其
効
験
ノ
著
シ
キ
ヲ
知
」
っ
た
の
で
あ
る
（
ⅷ
）。
農
務
局
（
駒
場
農
学
校
）
は
過
燐
酸
石
灰
に
対
す
る
誤
解
を
正
す
た
め
、『
大
日
本
農
会
報
告
』
等
を
利
用
し
、
肥
料
の
効
果
的
施
用
に
（
50
）
（
51
）
（
52
）
（
53
）
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
二
七
は
学
理
の
応
用
（
土
壌
分
析
と
、
そ
の
成
分
に
応
じ
た
施
用
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
次
に
過
燐
酸
石
灰
を
重
要
穀
菜
試
作
地
＝
一
般
農
地
に
施
用
し
て
そ
の
効
果
を
証
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
府
県
頒
布
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
効
果
の
高
い
肥
料
の
効
率
的
施
用
は
、
費
用
と
労
力
の
節
減
と
な
り
、
農
家
経
済
の
得
失
に
関
わ
る
重
大
事
項
で
あ
っ
た
。
4
　
重
要
穀
菜
試
作
と
学
理
澤
野
淳
は
重
要
穀
菜
試
作
に
お
い
て
、
農
家
経
済
に
着
目
し
た
う
え
で
穀
菜
の
品
質
の
良
悪
、
収
穫
の
多
寡
、
成
熟
の
遅
速
と
と
も
に
、
気
候
、
地
形
、
地
質
の
異
同
や
、
種
芸
培
養
方
法
の
巧
拙
等
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、「
広
く
良
種
を
求
め
、
之
を
学
理
に
照
し
、
之
を
内
外
の
経
験
あ
る
良
法
に
折
衷
参
酌
し
て
精
微
な
る
試
験
を
行
ひ
、
其
得
失
損
益
の
点
を
明
瞭
に
比
較
し
て
、
以
て
之
か
改
良
の
方
向
を
示
す
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
重
要
穀
菜
試
作
の
報
告
に
は
た
び
た
び
「
学
理
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。
例
え
ば
明
治
二
〇
年
の
『
農
商
務
省
第
七
回
報
告
』
に
は
試
作
地
に
「
学
理
ヲ
実
地
ニ
応
用
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
授
ケ
」
る
と
記
さ
れ
（
ⅶ
）、
二
一
年
の
「
重
要
穀
菜
試
作
報
告
」
で
は
「
学
理
を
応
用
し
て
甲
乙
二
区
に
肥
料
を
区
分
」
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。
試
作
に
学
理
が
応
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
重
要
穀
菜
試
作
以
前
と
以
後
を
区
別
す
る
重
要
な
条
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
理
の
応
用
は
農
政
の
重
要
課
題
で
も
あ
り
、
二
三
年
の
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
』
に
お
い
て
、
籾
山
鈞
は
「
今
回
ノ
博
覧
会
ニ
於
テ
大
ニ
余
ノ
脳
裏
ニ
満
足
ヲ
与
へ
タ
ル
モ
ノ
」
の
一
つ
と
し
て
、「
学
理
ヲ
実
地
ニ
応
用
ス
ル
ノ
端
緒
ヲ
開
キ
タ
ル
コ
ト
」
を
掲
げ
た
。
そ
の
学
理
の
意
味
に
つ
い
て
、
大
日
本
農
会
第
五
七
回
小
集
会
（
明
治
二
〇
年
三
月
一
二
日
）
に
お
け
る
後
藤
達
三
（
農
務
局
一
等
属
）
の
演
述
「
学
理
を
農
業
上
に
応
用
す
る
の
方
法
」
か
ら
探
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
後
藤
は
「
文
明
の
農
業
は
学
理
を
応
用
す
る
を
以
て
よ
く
規
則
に
適
ひ
、
未
開
の
農
業
は
単
に
実
業
に
拠
る
か
故
に
規
則
な
き
か
如
し
」
と
述
べ
、「
学
理
は
其
実
験
よ
り
発
し
た
る
原
則
」
で
、
学
理
の
な
い
実
験
は
「
籠
中
の
鳥
」、
実
験
の
な
い
学
理
は
「
画
中
の
鳥
」、
そ
し
て
、
学
理
と
実
験
を
兼
ね
た
も
の
は
「
空
中
の
鳥
の
如
く
、
其
行
動
極
め
て
広
大
な
り
」
と
説
い
た
。
後
藤
は
農
業
に
関
す
る
学
理
の
応
用
と
し
て
土
壌
改
良
と
肥
料
施
用
を
考
え
て
い
た
が
、
「
学
理
を
知
ら
す
し
て
無
暗
に
製
造
肥
料
を
需
用
す
れ
は
終
に
大
な
る
損
失
を
来
す
こ
と
あ
る
へ
し
」
と
、
学
理
に
基
づ
か
な
い
使
用
は
戒
（
54
）
（
55
）
（
56
）
（
57
）
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め
て
い
た
。
ま
た
、「
近
易
」
の
学
理
の
応
用
例
と
し
て
、
唐
箕
に
歯
車
を
つ
け
て
運
行
を
迅
速
に
す
る
（
器
械
学
の
応
用
）、
廐
肥
に
骨
粉
を
混
合
し
て
米
の
収
穫
を
増
す
（
農
芸
化
学
の
応
用
）、
乳
牛
の
飼
料
に
油
糟
を
加
え
て
乳
量
を
増
す
（
家
畜
学
の
応
用
）
等
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
「
近
易
」
の
学
理
の
応
用
法
と
し
て
、
①
地
方
で
大
日
本
農
会
委
員
や
駒
場
農
学
校
教
員
に
よ
る
通
俗
農
理
講
談
会
の
開
催
、
②
平
易
な
学
理
を
応
用
し
た
農
書
を
刊
行
、
③
農
者
に
実
験
の
欲
望
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
や
や
高
尚
な
学
理
を
応
用
す
る
た
め
、
農
学
校
と
実
験
農
場
の
設
立
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
次
に
前
述
し
た
重
要
穀
菜
試
作
に
お
け
る
学
理
の
応
用
例
を
み
て
み
よ
う
。
稲
試
作
の
一
目
的
は
林
遠
里
農
法
の
効
果
判
定
に
あ
っ
た
。
澤
野
は
こ
の
農
法
を
「
学
理
上
に
憑
拠
な
き
事
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
一
年
の
試
作
地
は
土
質
の
差
を
な
く
す
た
め
に
抽
選
に
よ
り
寒
水
浸
、
土
囲
、
塩
水
撰
を
施
し
た
種
子
の
苗
の
移
植
区
を
定
め
、
施
肥
、
耕
耘
、
除
草
を
一
様
に
行
っ
た
。
収
穫
に
大
差
は
出
な
か
っ
た
が
、
澤
野
は
林
遠
里
農
法
の
実
否
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
試
験
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。
稲
試
作
に
お
け
る
学
理
の
応
用
と
は
、
同
一
条
件
に
よ
る
比
較
試
験
、
試
験
地
の
無
作
為
選
定
、
複
数
年
（
四
～
五
年
）
の
試
験
結
果
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
未
開
の
農
業
を
否
定
し
て
文
明
の
農
業
を
め
ざ
し
た
農
務
局
に
と
っ
て
、
植
物
試
験
に
学
理
を
応
用
す
る
こ
と
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
ま
ず
は
土
質
調
査
と
肥
料
施
用
に
お
い
て
実
践
さ
れ
た
。
次
に
在
来
農
法
の
有
効
性
を
判
定
す
る
た
め
に
学
理
を
応
用
し
、
試
験
に
お
け
る
公
平
性
の
確
保
と
、
結
果
を
判
定
す
る
た
め
の
試
験
継
続
の
必
要
性
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
5
　
重
要
穀
菜
試
作
と
従
前
の
試
作
と
の
相
違
点
明
治
二
一
年
、
農
務
局
は
重
要
穀
菜
試
作
の
主
眼
は
「
新
奇
の
作
物
」
の
試
験
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
普
通
の
作
物
の
優
良
な
種
子
、
効
能
の
あ
る
肥
料
、
有
効
な
栽
培
法
を
親
し
く
農
家
に
示
す
と
こ
ろ
に
あ
る
と
述
べ
、「
従
来
の
如
く
厳
然
門
庭
を
飾
り
た
る
試
験
場
と
は
其
効
能
の
著
名
な
る
同
日
の
論
に
非
さ
る
な
り
」
と
記
し
た
。
農
務
局
の
中
で
重
要
穀
菜
試
作
を
推
進
し
た
澤
野
等
は
、
新
奇
植
物
で
は
な
く
普
通
作
物
に
対
し
て
学
理
を
応
用
し
て
試
験
し
、
有
益
植
物
を
公
開
、
普
及
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
内
務
省
（
58
）
（
59
）
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
二
九
勧
業
寮
（
勧
農
局
）
の
内
藤
新
宿
試
験
場
に
お
け
る
栽
培
植
物
は
三
〇
〇
〇
種
を
超
え
（
明
治
一
〇
年
度
）、
多
く
の
珍
し
い
植
物
も
試
験
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
珍
奇
植
物
試
験
に
つ
い
て
は
、
一
二
年
に
勧
農
局
長
松
方
正
義
が
著
し
た
「
勧
農
要
旨
」
に
お
い
て
、
す
で
に
批
判
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
松
方
は
「
勧
農
要
旨
」
の
中
で
、
①
「
試
験
ノ
事
」、
②
「
試
験
ノ
為
ニ
栽
培
ス
ル
植
物
ト
博
物
ノ
為
ニ
栽
培
ス
ル
植
物
ト
ノ
区
別
ヲ
混
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
」
と
い
う
項
目
を
た
て
、
①
で
政
府
は
外
国
の
「
新
利
良
法
」
と
土
質
・
肥
料
の
試
験
を
行
う
が
、
そ
の
目
的
は
民
間
に
利
益
を
受
用
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
損
益
と
得
失
に
細
心
を
払
い
、
植
物
の
性
質
、
気
候
、
地
質
、
栽
培
方
法
等
を
考
慮
し
て
各
地
に
配
布
す
る
と
記
し
た
。
②
で
は
生
活
に
切
要
な
植
物
を
試
験
栽
培
す
る
べ
き
で
、
非
実
用
的
な
珍
草
奇
木
を
集
め
て
「
高
尚
ナ
ル
本
草
家
及
ヒ
好
事
家
ノ
愛
翫
」
と
す
る
こ
と
は
戒
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
松
方
は
事
業
が
進
展
し
た
後
は
速
や
か
に
民
間
移
行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
植
物
試
験
の
際
は
損
益
を
第
一
に
考
え
、
非
実
用
的
で
珍
奇
な
植
物
試
験
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
松
方
は
明
治
一
二
年
九
月
に
太
政
大
臣
に
提
出
し
た
「
農
書
編
纂
ノ
議
」
に
お
い
て
、
日
本
農
業
に
お
け
る
学
術
の
欠
如
を
嘆
き
、「
農
業
ノ
進
歩
ハ
単
ニ
実
験
ノ
力
ニ
由
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
必
ヤ
学
術
相
待
チ
テ
然
ル
後
始
メ
テ
其
大
成
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
述
べ
、
農
業
は
「
実
験
」
と
「
学
術
」
が
結
合
し
て
進
歩
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
「
学
術
」
を
学
理
に
、「
実
験
」
を
経
験
に
置
き
換
え
る
と
、
重
要
穀
菜
試
作
に
あ
た
り
澤
野
が
述
べ
た
「
広
く
良
種
を
求
め
、
之
を
学
理
に
照
し
、
之
を
内
外
の
経
験
あ
る
良
法
に
折
衷
参
酌
し
て
精
微
な
る
試
験
」
を
行
う
と
い
う
主
旨
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
明
治
三
五
年
、
澤
野
は
、
次
の
よ
う
に
明
治
一
九
年
頃
を
回
顧
し
た
。
農
事
試
験
場
設
置
を
「
時
の
長
官
に
建
議
」
し
た
時
は
、
「
勧
業
寮
時
代
よ
り
設
け
ら
れ
た
る
国
立
又
は
府
県
立
の
勧
業
試
験
場
が
、
漸
次
に
廃
止
せ
ら
れ
て
、
未
だ
間
も
な
き
時
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
試
験
場
は
農
事
改
良
上
、
余
り
必
要
の
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
ら
な
か
つ
た
、
…
…
私
の
所
謂
る
農
事
試
験
場
な
る
も
の
と
、
昔
の
勧
業
試
験
場
な
る
も
の
と
は
、
試
験
の
方
針
が
異
な
つ
て
居
る
と
い
ふ
理
由
を
詳
し
く
陳
述
し
、
熱
心
に
之
れ
が
設
立
の
必
要
あ
る
こ
と
を
上
申
」
し
た
。
（
60
）
（
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各
地
の
農
業
試
験
場
の
廃
止
が
進
行
し
て
い
る
時
期
に
、
そ
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
従
前
の
試
験
場
と
の
違
い
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
澤
野
等
は
本
章
で
述
べ
た
重
要
穀
菜
試
作
の
主
旨
で
あ
る
、
新
奇
植
物
の
除
外
、
農
家
経
済
の
重
視
、
学
理
の
応
用
、
土
質
・
肥
料
試
験
の
実
施
、
老
農
に
試
作
委
嘱
＝
優
良
農
法
の
民
間
普
及
を
主
張
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
農
事
試
験
場
設
立
案
は
澤
野
か
ら
農
務
局
長
岩
山
敬
義
を
通
っ
て
農
商
務
大
臣
の
谷
干
城
に
渡
り
、
国
家
の
財
布
の
紐
を
握
る
大
蔵
省
の
長
、
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
に
行
き
着
い
た
で
あ
ろ
う
。
澤
野
等
の
主
張
は
農
事
試
験
場
を
実
現
す
る
た
め
に
松
方
が
内
務
省
の
勧
農
政
策
を
猛
省
し
た
「
勧
農
要
旨
」
の
内
容
と
合
致
さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
右
の
建
議
の
主
旨
は
、
澤
野
等
、
駒
場
農
学
校
を
卒
業
し
た
新
進
の
農
務
局
員
の
み
の
考
え
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
重
要
穀
菜
試
作
が
開
始
さ
れ
た
明
治
一
九
年
時
の
農
務
局
員
の
半
数
弱
が
元
勧
農
局
員
で
あ
り
、
彼
等
に
よ
り
松
方
の
考
え
が
継
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
学
理
に
つ
い
て
演
述
し
た
後
藤
達
三
は
、
内
務
省
勧
業
寮
時
代
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
フ
ァ
ン
の
農
業
書
を
翻
訳
し
て
『
斯
氏
農
業
問
答
』
を
刊
行
し
、
農
商
務
省
設
置
後
も
農
務
局
員
と
し
て
農
政
に
携
わ
り
、
一
六
年
七
月
に
は
農
書
編
纂
掛
を
兼
務
す
る
と
一
九
年
三
月
に
は
編
纂
課
長
に
就
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
明
治
一
九
年
に
開
始
さ
れ
た
重
要
穀
菜
試
作
を
、
二
六
年
の
農
事
試
験
場
設
立
の
始
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
確
か
に
重
要
穀
菜
試
作
に
は
官
員
が
老
農
を
監
督
し
た
り
、
学
理
の
応
用
を
め
ざ
す
な
ど
、
従
来
の
試
作
と
異
な
る
点
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
構
想
は
松
方
の
「
勧
農
要
旨
」
を
引
き
継
い
で
い
た
。
ま
た
、
試
作
を
担
当
し
た
老
農
の
中
に
は
内
務
省
時
代
か
ら
試
作
を
委
託
さ
れ
て
い
た
者
も
お
り
、
試
作
地
に
播
か
れ
た
種
子
は
三
田
育
種
場
で
採
取
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
重
要
穀
菜
試
作
は
内
務
省
勧
業
寮
（
勧
農
局
）
の
成
果
を
活
用
し
た
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
。
農
事
改
良
（
試
験
）
は
自
然
を
相
手
と
す
る
だ
け
に
長
い
年
月
を
必
要
と
す
る
。
重
要
穀
菜
試
作
は
先
例
が
な
い
状
態
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
内
務
省
が
残
し
た
成
果
（
反
省
や
失
敗
も
含
む
）
を
継
承
し
て
い
た
。
澤
野
等
は
農
事
試
験
場
設
立
を
実
現
す
る
た
め
、
戦
略
上
、
重
要
穀
菜
試
作
以
前
の
植
物
試
験
事
業
を
批
判
し
た
が
、
内
務
省
勧
業
寮
→
勧
農
局
に
お
け
る
植
物
試
験
の
実
施
と
そ
の
反
省
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
重
要
穀
菜
試
作
と
、
そ
れ
以
後
の
農
務
局
仮
試
験
場
、
そ
し
て
国
立
農
事
試
験
場
の
設
立
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
64
）
（
65
）
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
三
一
お
わ
り
に
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
四
月
の
農
商
務
省
設
立
に
あ
た
り
、
内
務
省
勧
農
局
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
業
務
の
大
半
は
農
商
務
省
農
務
局
に
吸
収
さ
れ
た
が
、
勧
農
局
本
務
課
が
担
っ
た
業
務
は
農
商
務
省
書
記
局
や
農
務
局
等
に
、
同
算
査
課
が
担
っ
た
会
計
業
務
は
農
商
務
省
会
計
局
に
引
き
継
が
れ
、
勧
農
局
員
は
農
務
、
工
務
、
書
記
、
会
計
局
等
に
異
動
し
た
。
そ
の
中
で
も
農
務
局
は
勧
農
局
出
身
者
が
八
割
を
占
め
、
上
層
部
に
行
く
ほ
ど
占
有
率
が
高
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
設
農
商
務
省
は
内
務
省
勧
農
局
の
人
的
資
源
と
業
務
を
継
承
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
断
絶
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
農
商
務
省
の
植
物
試
験
は
基
本
的
に
内
務
省
勧
農
局
の
方
針
と
成
果
を
引
き
継
い
で
展
開
し
た
。
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
重
点
が
置
か
れ
た
穀
菜
類
、
砂
糖
原
料
の
中
か
ら
選
択
さ
れ
た
甘
蔗
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
果
樹
試
験
園
、
試
験
結
果
が
低
調
で
あ
る
た
め
中
止
さ
れ
た
綿
・
芦
粟
栽
培
、
再
開
さ
れ
た
熱
帯
植
物
試
験
で
あ
る
。
勧
農
局
は
輸
入
防
遏
、
輸
出
促
進
に
関
す
る
植
物
（
砂
糖
原
料
、
綿
、
煙
草
）
と
と
も
に
果
樹
栽
培
を
重
視
し
た
が
、
農
務
局
は
生
活
必
需
の
作
物
と
し
て
穀
菜
類
（
米
麦
、
油
菜
等
）
を
優
先
し
、
こ
れ
ら
の
種
苗
頒
布
と
重
要
穀
菜
試
作
を
実
施
し
た
。
重
要
穀
菜
試
作
で
は
内
外
種
の
良
否
判
定
が
肥
料
試
験
と
と
も
に
実
施
さ
れ
た
。
試
作
地
に
は
内
務
省
時
代
よ
り
試
作
を
委
託
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
三
田
育
種
場
で
採
取
さ
れ
た
種
子
も
使
用
さ
れ
た
。
重
要
穀
菜
試
作
に
お
け
る
大
き
な
課
題
は
学
理
の
応
用
で
あ
っ
た
が
、
植
物
の
性
質
が
未
詳
の
た
め
肥
料
施
用
に
学
理
を
応
用
で
き
な
い
事
例
、
同
一
条
件
に
よ
る
反
復
試
験
が
不
十
分
に
お
わ
っ
た
事
例
、
収
穫
期
が
遅
い
外
国
種
に
対
し
て
日
本
の
気
候
風
土
に
馴
致
し
て
収
穫
期
が
早
ま
る
な
ど
と
希
望
的
観
測
を
提
示
し
た
事
例
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
重
要
穀
菜
試
作
に
お
け
る
学
理
応
用
は
未
熟
で
あ
っ
た
が
、
駒
場
農
学
校
の
教
育
・
実
験
成
果
を
一
般
農
地
に
活
用
し
た
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
内
務
省
以
来
の
勧
農
事
業
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
重
要
穀
菜
試
作
は
後
の
農
事
試
験
場
の
始
点
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
内
務
省
時
代
か
ら
続
く
試
験
の
成
果
（
失
敗
、
反
省
も
含
む
）
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
試
作
は
実
施
可
能
で
あ
っ
た
。
澤
野
淳
は
農
事
試
験
場
建
設
を
実
現
す
る
た
め
、
内
務
省
時
代
の
試
験
事
業
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
駒
場
人
文
学
報 
第
五
一
五
―
九
号
　
二
〇
一
九
年
三
月
三
二
農
学
校
卒
業
生
と
し
て
学
理
を
応
用
し
た
試
験
を
遂
行
で
き
る
と
の
自
負
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
官
設
の
植
物
試
験
場
が
否
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
風
潮
の
中
で
、
植
物
試
験
事
業
を
再
興
し
て
農
事
試
験
場
の
設
立
に
つ
な
げ
た
功
績
は
大
き
い
。
農
商
務
省
農
務
局
は
勧
農
局
の
事
業
を
継
承
し
た
が
、
試
験
場
の
民
間
委
託
・
払
下
等
、
事
業
を
縮
小
す
る
部
門
も
あ
れ
ば
、
重
要
穀
菜
試
作
、
熱
帯
植
物
試
験
等
、
事
業
を
強
化
す
る
部
門
も
あ
っ
た
。
農
務
局
新
設
か
ら
一
〇
年
間
を
み
る
と
、
試
験
場
や
試
作
地
に
み
る
民
間
委
託
は
、
勧
農
事
業
が
間
接
的
と
な
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
煙
草
栽
培
や
製
糖
改
良
に
は
各
府
県
の
試
験
地
や
民
有
地
に
官
員
を
積
極
的
に
派
遣
し
て
指
導
を
行
い
、
民
間
に
委
託
し
た
重
要
穀
菜
試
作
で
も
農
務
局
の
監
督
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
直
接
的
な
指
導
を
続
け
て
い
た
。
農
商
務
省
初
期
一
〇
年
間
の
植
物
試
験
を
み
る
か
ぎ
り
、
事
業
が
直
接
的
か
ら
間
接
的
に
転
換
し
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
農
商
務
省
農
務
局
の
植
物
試
験
は
、
内
務
省
勧
農
局
の
成
果
を
参
考
に
事
業
を
取
捨
選
択
し
、
学
理
と
経
験
を
も
と
に
農
事
改
良
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
明
治
政
府
の
勧
農
政
策
は
成
功
と
失
敗
を
繰
り
返
し
、
そ
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
注（1
）‌
永
井
秀
夫
『
明
治
国
家
形
成
期
の
外
政
と
内
政
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
、
二
五
九
頁
）。
上
山
和
雄
「
農
商
務
省
の
設
立
と
そ
の
政
策
展
開
」（『
社
会
経
済
史
学
』
四
一
（
三
）、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）。
（
2
）‌
木
村
茂
光
編
『
日
本
農
業
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
八
四
頁
（
執
筆
は
坂
根
嘉
弘
氏
）。
（
3
）‌
安
藤
哲
『
大
久
保
利
通
と
民
業
奨
励
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
三
四
～
一
三
六
頁
。
（
4
）‌
同
右
、
一
三
四
～
一
三
六
頁
。
（
5
）‌
農
商
務
省
編
『
農
商
務
卿
第
一
回
報
告
』
一
頁
（
藤
原
正
人
編
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
四
（
一
）、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年
）。
（
6
）‌
製
造
課
の
業
務
で
あ
る
製
茶
等
は
陸
産
課
が
引
き
継
ぎ
、
水
産
物
製
造
は
水
産
課
が
担
っ
た
（
前
掲
『
農
商
務
卿
第
一
回
報
告
』
七
～
三
二
頁
）。
（
7
）‌
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
官
職
門
、
内
務
省
二
、
一
八
九
一
年
、
七
六
五
～
七
六
六
頁
。
（
8
）‌
前
掲
『
農
商
務
卿
第
一
回
報
告
』
一
頁
、『
農
商
務
卿
第
二
回
報
告
』
一
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
四
（
一
）、
一
九
六
〇
年
）。
（
9
）‌
②
に
関
わ
る
規
則
と
し
て
農
務
局
は
明
治
一
六
年
七
月
に
農
事
通
信
制
度
の
仮
規
則
を
修
正
し
、
通
信
手
続
・
表
式
を
定
め
て
府
県
に
照
会
し
、
同
一
二
月
に
「
農
商
務
通
信
規
則
」
を
発
布
し
た
（『
農
商
務
卿
第
三
回
報
告
』
八
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
四
（
二
）、
一
九
六
四
年
）
。
（
10
）‌
前
掲
『
農
商
務
卿
第
一
回
報
告
』
二
四
七
～
二
五
五
頁
。「
農
商
務
省
事
務
章
程
」（
明
治
一
四
年
四
月
七
日
）
第
三
条
に
は
農
務
局
事
務
の
一
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
三
三
つ
と
し
て
「
農
業
議
会
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
五
年
に
は
大
日
本
農
会
の
請
願
を
許
可
し
、「
米
麦
外
三
種
ノ
集
談
会
ヲ
」
開
設
し
た
（『
法
規
分
類
大
全
』
官
職
門
・
官
制
・
農
商
務
省
、
一
九
五
頁
。
前
掲
『
農
商
務
卿
第
二
回
報
告
』
九
頁
）。
（
11
）‌
前
掲
『
農
商
務
卿
第
二
回
報
告
』
一
～
六
頁
。『
農
商
務
卿
第
四
回
報
告
』
三
～
四
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
四
（
三
）
。
内
務
省
勧
農
局
は
明
治
一
二
年
六
月
に
全
国
を
一
二
農
区
に
分
け
た
が
（
拙
著
『
近
代
日
本
と
農
政
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二
七
七
頁
）、
そ
の
後
、
八
農
区
に
統
合
さ
れ
た
。
（
12
）‌
大
霞
会
編
『
内
務
省
史
』
四
、
地
方
財
務
協
会
、
一
九
七
一
年
、
七
四
八
頁
。
（
13
）‌
前
掲
『
法
規
分
類
大
全
』
官
職
門
・
官
制
・
内
務
省
二
、
三
七
一
～
三
七
四
頁
（
警
保
）、
四
三
九
～
四
四
二
頁
（
衛
生
）、
七
七
〇
頁
（
勧
農
）。
（
14
）‌
同
右
、
官
職
門
・
官
制
・
農
商
務
省
、
一
八
九
一
年
、
五
五
頁
。
（
15
）‌『
職
員
録
』
大
蔵
省
、
明
治
一
三
年
一
一
月
改
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。『
職
員
録
』
農
務
局
、
明
治
一
四
年
八
月
改
。
前
掲
、
拙
著
『
近
代
日
本
と
農
政
』
二
三
三
頁
。
（
16
）‌
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
明
治
一
八
年
ま
で
の
『
職
員
録
』
の
発
行
月
は
区
々
で
、
一
五
年
二
月
版
と
一
六
年
一
〇
月
版
の
発
行
間
隔
は
一
年
八
ヶ
月
に
及
ぶ
と
い
う
短
所
が
あ
る
が
、
記
載
事
項
の
信
用
性
の
高
さ
か
ら
一
八
年
ま
で
は
国
立
公
文
書
館
蔵
版
を
使
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
農
務
局
員
数
は
開
拓
使
事
業
移
管
（
一
五
年
三
月
に
農
商
務
省
が
管
理
し
、
一
六
年
一
月
に
同
省
北
海
道
事
業
管
理
局
が
統
轄
）
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
（
但
し
、
開
拓
使
か
ら
若
林
高
久
（
愛
知
県
・
士
族
）
が
農
務
局
八
等
属
に
異
動
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
）。
ま
た
、
『
職
員
録
』
の
一
六
年
か
ら
一
八
年
に
記
載
さ
れ
た
駒
場
農
学
校
幹
事
・
助
教
の
数
は
加
算
せ
ず
、
一
九
、
二
〇
年
に
記
載
さ
れ
た
三
田
農
具
製
作
所
員
の
数
は
加
算
し
た
。
（
17
）‌
農
務
局
編
『
勧
農
局
沿
革
録
』
一
八
八
一
年
、
一
八
～
一
九
頁
。
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
沿
革
誌
』
第
一
編
、
一
九
〇
五
年
、
一
一
頁
。「
田
中
芳
男
」、「
岩
山
敬
義
」（『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
職
務
進
退
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）。「
少
書
記
官
橋
本
正
人
免
官
ノ
件
」（『
公
文
録
』
明
治
一
四
年
、
官
吏
進
退
、
農
商
務
省
、
四
～
一
二
月
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）。「
和
田
維
四
郎
特
旨
叙
位
ノ
件
」（『
叙
位
裁
可
書
』
大
正
九
年
、
叙
位
巻
三
七
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）。
（
18
）‌
但
し
、
一
八
年
の
『
職
員
録
』
に
は
籾
山
の
名
が
み
え
な
い
。
（
19
）‌
清
水
は
一
五
年
二
月
、
黒
田
は
同
年
一
二
月
に
八
等
属
と
な
り
、
一
六
年
の
『
職
員
録
』
に
記
載
さ
れ
た
（「
徳
島
県
属
山
内
時
行
外
五
十
九
名
叙
位
ノ
件
」
他
（
前
掲
『
叙
位
裁
可
書
』
明
治
三
五
年
・
叙
位
巻
一
一
）。「
陸
軍
砲
兵
上
等
工
長
梅
田
牛
雄
外
十
四
名
叙
位
ノ
件
」
他
（『
叙
位
裁
可
書
』
明
治
三
八
年
・
叙
位
巻
二
五
）
。
植
村
正
治
「
近
代
製
糖
技
術
移
転
と
岸
三
郎
」（『
季
刊
糖
業
資
報
』
一
九
九
八
（
三
）、
一
九
九
八
年
一
一
月
）。
（
20
）‌
上
山
和
雄
「
前
田
正
名
と
農
商
務
省
」（『
日
本
歴
史
』
三
四
三
、
一
九
七
六
年
一
二
月
）。
（
21
）‌
内
閣
官
報
局
編
『
職
員
録
』
明
治
一
九
年
（
甲
）、
二
〇
頁
、
二
八
三
頁
、
二
八
六
～
二
八
七
頁
、
三
〇
八
頁
。
人
文
学
報 
第
五
一
五
―
九
号
　
二
〇
一
九
年
三
月
三
四
（
22
）‌『
農
商
務
省
第
五
回
報
告
』
六
一
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
七
（
一
）
。『
農
商
務
省
第
六
回
報
告
』
一
一
五
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
七
（
三
）
。
（
23
）‌
前
掲
、
拙
著
『
近
代
日
本
と
農
政
』
三
一
四
～
三
二
〇
頁
。
（
24
）‌
前
掲
『
農
商
務
卿
第
一
回
報
告
』
一
～
五
頁
。
（
25
）‌
大
蔵
省
編
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
一
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
二
年
、
五
二
二
～
五
二
四
頁
。
（
26
）‌
本
稿
で
取
り
上
げ
た
項
目
の
他
に
、
大
麻
栽
培
（
ⅲ
・
ⅳ
）、
牧
草
試
作
（
ⅷ
・
ⅸ
）
報
告
も
あ
る
が
紙
幅
の
関
係
等
か
ら
省
略
し
、
肥
料
報
告
（
ⅶ
・
ⅷ
）
に
つ
い
て
は
第
三
章
3
で
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
既
出
以
外
の
『
農
商
務
省
報
告
』
の
出
典
は
第
七
回
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
七
（
五
）
、
第
八
回
（
同
、
別
冊
一
七
（
六
）
、
第
九
回
・
九
回
追
加
（
同
、
別
冊
一
八
（
一
））、
第
一
〇
回
（
同
上
）
で
あ
る
。『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
『
第
一
〇
回
報
告
追
加
』
は
、
国
立
公
文
書
館
の
『
記
録
材
料
』
で
は
『
第
九
回
報
告
追
加
』
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
に
従
っ
た
。
⒜
か
ら
⒤
の
内
務
省
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
『
近
代
日
本
と
農
政
』
を
引
用
し
た
。
該
当
頁
は
、
⒜
一
八
五
頁
、
三
二
二
～
三
二
四
頁
、
⒝
一
八
五
頁
、
三
二
四
～
三
二
五
頁
、
⒞
一
八
五
頁
、
三
二
五
～
三
二
六
頁
、
⒠
一
八
三
～
一
八
六
頁
、
三
二
〇
～
三
二
五
頁
、
⒡
一
八
五
～
一
八
六
頁
、
三
二
六
～
三
二
七
頁
、
⒢
三
二
〇
～
三
二
二
頁
、
⒣
三
二
五
～
三
二
七
頁
、
⒤
三
二
五
～
三
二
七
頁
。
（
27
）‌
前
掲
『
農
商
務
省
沿
革
略
誌
』
五
〇
頁
、
一
〇
八
頁
。
（
28
）‌
糖
業
協
会
編
『
近
代
日
本
糖
業
史
』
上
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
二
年
、
一
八
三
頁
。
（
29
）‌
同
右
、
一
二
三
～
一
三
二
頁
。
但
し
、
東
京
農
林
学
校
に
お
け
る
試
験
栽
培
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
年
、
二
二
年
報
告
に
は
芦
粟
の
収
穫
が
記
録
さ
れ
た
（
ⅶ
・
ⅸ
）。
（
30
）‌
大
日
方
純
夫
他
編
『
内
務
省
年
報
・
報
告
書
』
五
、
三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
、
二
〇
六
頁
。
（
31
）‌
農
商
務
省
農
務
局
編
『
農
事
報
告
』
二
三
号
、
一
八
八
四
年
一
二
月
、
一
～
三
頁
。
（
32
）‌
農
商
務
省
農
務
局
編
『
農
務
顚
末
』
一
、
農
林
省
、
一
九
五
二
年
、
八
六
〇
～
八
六
三
頁
。
（
33
）‌
同
右
、
八
八
二
～
八
八
四
頁
。
（
34
）‌
農
林
大
臣
官
房
総
務
課
編
『
農
林
行
政
史
』
二
、
農
林
協
会
、
一
九
五
九
年
、
三
六
九
頁
。
（
35
）‌
農
業
発
達
史
調
査
会
編
『
日
本
農
業
発
達
史
』
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
四
年
、
二
五
六
頁
。
同
『
日
本
農
業
発
達
史
』
九
、
三
七
～
三
九
頁
、
六
〇
頁
。
（
36
）‌
斎
藤
之
男
『
日
本
農
学
史
』
二
、
農
業
総
合
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
、
八
五
～
九
三
頁
。
（
37
）‌
大
日
本
農
会
編
『
大
日
本
農
会
報
告
』
一
五
五
号
、
一
八
九
四
年
八
月
、
一
～
七
頁
。「
全
国
に
六
ヶ
所
」
と
は
、
明
治
二
六
年
に
東
京
の
農
事
試
験
場
本
場
の
他
、
支
場
が
六
箇
所
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
農
商
務
省
初
期
農
務
局
の
基
礎
的
分
析
（
一
八
八
一
～
一
八
九
〇
）（
國
）
三
五
（
38
）‌
使
用
し
た
史
料
は
、
特
に
註
記
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
九
年
は
『
農
商
工
公
報
』
二
二
号
（
一
八
八
六
年
一
二
月
、
八
二
四
～
八
二
八
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
〇
（
二
）
）。
一
九
年
の
試
作
結
果
報
告
は
『
農
商
工
公
報
』
三
五
号
（
一
八
八
八
年
一
月
、
一
三
四
七
～
一
三
五
五
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
〇
（
四
））
。
二
〇
年
の
油
菜
、
大
小
麦
の
試
作
結
果
報
告
は
『
農
商
工
公
報
』
四
四
号
（
一
八
八
八
年
一
〇
月
、
二
四
二
～
二
四
七
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
〇
（
四
）
）
で
あ
る
。
（
39
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
一
〇
〇
号
、
一
八
八
九
年
一
一
月
、
一
七
～
二
一
頁
。
（
40
）‌
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
編
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
』
第
三
部
農
業
、
一
八
九
一
年
、
七
三
～
七
六
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
勧
業
博
覧
会
資
料
一
一
七
）。
掲
載
さ
れ
た
表
は
二
二
年
の
欄
が
二
一
年
の
試
作
結
果
表
（
播
種
は
二
一
年
秋
、
収
穫
は
二
二
年
夏
）
で
あ
る
。
（
41
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
九
六
号
、
一
八
八
九
年
七
月
、
二
九
～
三
五
頁
。
（
42
）‌
同
右
、
一
二
六
号
、
一
八
九
二
年
一
月
、
一
～
一
六
頁
。
（
43
）‌
前
掲
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
』
第
三
部
農
業
、
七
〇
～
七
二
頁
。
（
44
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
九
三
号
、
一
八
八
九
年
四
月
、
三
〇
～
三
二
頁
。
（
45
）‌
同
右
、
九
六
号
、
一
八
八
九
年
七
月
、
二
九
～
三
五
頁
。
（
46
）‌
同
右
、
一
二
三
号
、
一
八
九
一
年
一
〇
月
、
一
～
一
五
頁
。
（
47
）‌
同
右
、
九
二
号
、
一
八
八
九
年
三
月
、
三
〇
～
三
七
頁
。
林
は
稲
の
収
穫
を
増
す
た
め
、
冬
に
種
子
を
水
に
浸
し
春
に
播
種
す
る
法
（
寒
水
浸
）
や
、
冬
に
種
子
を
土
中
に
埋
め
置
き
春
に
播
種
す
る
法
（
土
囲
法
）
を
考
案
し
た
（
斎
藤
之
男
『
日
本
農
学
史
』
農
業
総
合
研
究
所
、
一
九
六
八
年
、
一
八
九
～
一
九
四
頁
）。
（
48
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
九
一
号
、
一
八
八
九
年
二
月
、
一
～
九
頁
。
同
九
二
号
、
三
〇
～
三
七
頁
。
①
～
⑤
の
他
に
二
毛
作
試
験
も
実
施
し
た
。
（
49
）‌
前
掲
『
農
事
報
告
』
一
五
号
、
一
八
八
二
年
九
月
、
一
五
六
～
一
五
九
頁
。
（
50
）‌
前
掲
『
農
商
工
公
報
』
一
八
号
、
一
八
八
六
年
八
月
、
六
六
九
～
六
七
〇
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
〇
（
二
）
。
（
51
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
四
四
号
、
一
八
八
五
年
二
月
一
五
日
、
四
二
～
四
四
頁
。
（
52
）‌
前
掲
『
農
商
工
公
報
』
二
一
号
、
一
八
八
六
年
一
一
月
、
七
八
四
頁
（『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
別
冊
一
〇
（
二
）
。
（
53
）‌
前
掲
『
農
務
顚
末
』
六
、
八
四
三
～
八
四
四
頁
。
（
54
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
六
八
号
、
一
八
八
七
年
三
月
、
六
三
～
六
八
頁
。
（
55
）‌
同
右
、
九
一
号
、
一
～
九
頁
。
（
56
）‌
前
掲
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
』
第
三
部
農
業
、
一
～
五
頁
。
人
文
学
報 
第
五
一
五
―
九
号
　
二
〇
一
九
年
三
月
三
六
（
57
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
六
九
号
、
一
八
八
七
年
四
月
、
四
七
～
五
五
頁
。
（
58
）‌
同
右
、
九
二
号
、
三
〇
～
三
七
頁
。
（
59
）‌
前
掲
『
農
商
工
公
報
』
三
五
号
、
一
三
五
五
頁
。
（
60
）‌
前
掲
『
内
務
卿
第
三
回
年
報
』（『
内
務
省
年
報
・
報
告
書
』
五
、
七
三
頁
）。
（
61
）‌
前
掲
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
一
、
五
二
七
～
五
二
八
頁
。
（
62
）‌
同
右
、
五
二
〇
～
五
二
二
頁
。
（
63
）‌
大
日
本
農
会
編
『
大
日
本
農
会
第
二
十
一
回
大
集
会
演
説
筆
記
』
一
九
〇
二
年
一
二
月
、
四
五
～
五
二
頁
。
（
64
）‌
前
掲
『
大
日
本
農
会
報
告
』
一
三
一
号
、
一
八
九
二
年
六
月
、
三
四
～
三
五
頁
。
（
65
）‌
明
治
一
二
年
に
勧
農
局
が
実
施
し
た
「
一
本
稲
」
の
試
作
結
果
報
告
に
は
、
表
10
に
掲
載
し
た
鈴
木
久
太
夫
、
原
田
新
右
衛
門
の
名
が
あ
る
（
前
掲
『
農
務
顚
末
』
一
、
三
六
頁
）
